
平成 年度

　 ■ □ □ □ □

貸出事業～学校貸出、学校巡回文庫、貸出文庫（学級・学年単位）

読書推進事業～図書館訪問、連絡会議、おすすめ本の紹介チラシ・読書アルバムの配布

  　

年度 年度 年度 年度 年度

※単位：千円
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□ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

□ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

□ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

□ 5 □ 4 ■ 3 □ 2 □ 1

□ □ □ □ □ ■

【評価点数】
５　：　十分できている　　４　：　できている　　３　：　ほぼできている　　２　：　あまりできていない　　１　：　できていない

【総合評価ランク】
Ａ　：　86点以上 優れた取組が多く、十分に成果が上がっている
Ｂ　：　71～85点 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている
Ｃ　：　56～70点 一定の成果は上がっているが課題もあり、更なる取組によって上位を目指すことが必要である
Ｄ　：　41～55点 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多く、更なる改善が必要である
Ｅ　：　40点以下 成果がほとんど上がっておらず、抜本的な見直しが必要である

◎外部評価委員の評価・意見等

① □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
② □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
③ □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1
④ □ 5 ■ 4 □ 3 □ 2 □ 1

生徒１人当たりの利用冊数 冊 0.40 2.08 2.60 1.37
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合計

1

点検・評価に関するコメント

ｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ

□3□

ﾗﾝｸ
100点
換算 /100

80

・実績と成果も上がっている。100冊達成者も昨年の２倍となっ
ており、評価できる。
・優れた結果もあったが、滝川市の端に図書館があり、行きに
くい面もあると思う。

Ｂ

1

⑤コストは縮減しているか。 □

□

5 ■ 4

□

縮小・統廃合拡充 質的向上

3 経済性 4

8

2 目　 標
達成度

8

適応性
有効性

1

上記評価を
踏まえた事
業の課題

□

判　　　定

5 ■ 4 □ 3⑤ 2

合計

↓

100点
換算

点数

/25

76

評価項目

/100

3 経済性
4

総
合
評
価

現状を維持している。

検証 現状維持

ﾗﾝｸ
（Ａ～E)

Ｂ

19

2
目 　標
達成度

7

③子どもが身近で読書できる環境を継続して整備しており、貸出文庫の登録率や児童１人当たりの利用も増加傾向
にある。
④読書アルバム100冊達成者が昨年の約２倍となり、小学生の読書する環境の向上と読書への興味が高まってきて
いる。

③目標の水準は適切か。

④計画通りに目標を達成できたか。

子どもたちの読書環境の充実として子どもと本をつなぐ人材の配置（学校司書等）、貸
出文庫等の運用改善、図書の利用増加に伴う絵本・児童書等の充実。将来に向けた
学校図書館とのネットワーク化の検討

2 □

評価項目 点数 判　定　及　び　説　明　・　考　察

①市民ニーズや社会経済情勢の現状に適しているか。

適応性
有効性

1

②事業の目的に照らして効果的な手法か。

＊イベント貸出（Ｈ18～20）、ブックキャラバン
（Ｈ19～20）を含む。Ｈ21年度は実施なし。

8

①子どもの読書離れが叫ばれてきた中で、子どもの読書活動を支援するために、貸出文庫や学校巡回文庫等の身
近な場所で読書できる環境の整備やおすすめ本のチラシ、読書アルバムを配布し、読書への興味や意欲が高めら
れるよう取り組んでおり、現状に適している。
②貸出文庫を朝読書に活用する学級や学校巡回文庫を利用する子どもが増え、読書アルバムの活用も年々増え
てきていることから効果が出ている。
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特　記　事　項

  

833 618

833 618
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児童１人当たりの利用冊数

読書アルバム100冊毎達成
数（小学校）

学校・貸出文庫登録数

貸出文庫の登録率（小・中学
校）

868

868

人

件

868

単位

人件費(B)

879

 

879

実
績
と
成
果

事業の実績
(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)

事業の成果
(ｱｳﾄｶﾑ)

区　　　　　　分
貸出冊数

読書アルバム１００冊毎達成
率（小学校）

その他〔　　　　　　　　　　　　　　〕

目　　　的

事業内容

学校との連携を図り、多くの子どもたちに身近な場所で本に触れる環境を整備し、本への興味と読書意欲を
高められるようなきっかけをつくり、子どもの読書活動の推進と読書の習慣化を目指している。

総コスト(A)+(B)

事
業
コ
ス
ト
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879

事業費(A)

うち一般財源

22

実施方法 直接 委託 補助 負担金

区　　分 20 21

主
要
事
業
の
概
要

職・氏名

社会教育課図書館
副館長  中寺静江

開始年度 H１６ 根拠法令等 特定財源

21 2-2-2

事業名 学校との連携による子どもの読書活動支援 評価実施者
所　　属

事業番号教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価シート




